
【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標１ 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまち 

 
◆基本施策１－１ 子育て環境の充実 

 

 

 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 
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働きながら子育
てしやすい保育
環境が整い、だ
れもが安心して
子どもを育てら
れる 

育児に対しての
精神的・経済的
不安が少なく、
親と子ども達が
健康に暮らせる 

育児相談が気楽
にできる環境が
整い、地域とと
もに責任をもっ
て子どもを育て
られる 

幼稚園・保育園
の子育て環境が
整い安心して子
どもを預けるこ
とができる 

地域で互いに支え
あい知恵を出し合
って、誰もが安心し
て暮らせる 

障がい児の健全
な発達が支援さ
れ、身近な地域
で安心して生活
できる 
 

出産に対しての不

安がやわらぎ、だれ

もが安心して子ど

もを産むことがで

きる 

ＤＶが根絶され、安
心して暮らせる 

働く親への理解が
進み、子育てしやす
い職場環境が整備
される 

乳幼児や児童をニ
ーズに応じて、安心
し預けることがで
きる 

医療や子育てに係
る経済的負担が軽
減される 

子育て支援を受け
る人支援をする人
が増える 

子育てについて相
談や支援を受ける
ことができるよう
になる 

地域の教育・保育施
設が活用され、ニー
ズに合わせて子ども
を預かることができ
るようになる 

幼稚園と保育園の連
携が図られ、きめ細
やかな指導が行われ
る 

施設が整備され、快
適な園生活を送るこ
とができる。 

虐待児童の発見・対
応、育児不安への相
談ができるようにな
る 

障がい児へのサポー
トや保護者への支援
が行われる 

母子の健康につい
て、予防や相談がで
きるようになる 

ＤＶ被害者が相談で
きる場がある 

ワークライフバランス啓発事
業 

男女共同参画講座開催事業 

乳児保育、延長保育、一時保育、
障がい児保育、病児・病後児保
育事業 

小規模等保育事業 

放課後児童健全育成 
 

学童保育所運営費助成事業 

乳幼児、児童、妊産婦家庭等医
療費給付事業 

私立幼稚園就園奨励費補助金 

母子父子自立支援給付金事業、
児童扶養手当事業、ひとり親家
庭医療費給付事業 

 
ファミリーサポートセンター
事業 

地域子育て支援センター事業 

私立保育所・私立幼稚園・認定
こども園運営費助成事業 

幼児教育推進事業 

幼稚園・保育園等施設の整備事
業、幼稚園・保育園備品の整備 

北上市要保護児童対策地域協
議会の取り組み 

乳幼児健康診査事業、障がい児
発達相談支援事業 
 

障がい児発達地域支援事業、児
童発達支援事業 

児童手当給付 
 

予防接種事業、妊婦・乳幼児個
別健康診査事業 

妊産婦・乳幼児訪問相談事業 

子育て支援事業 

婦人相談員設置事業 

子育てと仕事の両立の
支援 

子育てしやすい職場環境
の促進 

保育サービスの充実 

児童の健全育成 

経済的支援の充実 

母子・父子家庭等の支援 

市民による子育て支援の
充実 

子育て中の親が交流等で
きる場づくり 

私立保育所及び幼稚園へ
の支援 

幼保小連携の充実 

施設環境の整備 

児童虐待防止対策の充実 

障がいの早期発見・早期療
育の充実 

母子保健の推進 

育児支援の充実 

配偶者からの暴力防止対
策の推進 

子育て家庭等への支援 

地域における子育て支
援の推進 

子どもの健やかな成長
をはぐくむ環境の整備 

保護や支援を要する児
童へのきめ細かな取り
組みの推進 

母子の健康の確保及び
増進 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 中期成果 

長期効果 
(最終成果) 

保育料軽減事業 

利用者支援事業 
子育てに関する情
報が受けやすくな
る 

家庭児童相談室設置事業 


